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凡 事 徹 底                  
         内子中学校長  西本 晃 

市郡総体（球技・武道の部） どの部活動も頑張りました！！  

５月 31日、６月１日、２日の３日間、市郡総体が行われました。ソフトボー

ル部（認定）と男子剣道部が団体優勝し、県総体への出場権を獲得しました。ま

た、個人戦でも、男子剣道部のＭ・Ｒ君が３位、Ｍ・Ｄ君が４位、女子剣道部の

Ｍ・Ｓさんが３位、女子テニス部のＩさん・Ｈさん組がベスト４に入り、県総体

への出場権を獲得しています。 

また、団体準優勝の女子剣道部を始め、どの部活動の選手もやり切って、最高

の笑顔で大会を締めくくりました。大会の様子を本校ＨＰに掲載しております

ので、是非ご覧ください。 

                                  祝！優勝 男子剣道部（県総体出場） 

祝！優勝 ソフト部（県総体出場）      準優勝 女子剣道部 

  

女子バスケ部 優勝チームと互角の  サッカー部 優勝チームと大接戦 

戦い（４点差で惜敗）        （０対１で惜敗） 

 

 

 

 

 

 

 

  

野球部 ２名の３年生が後輩をリード 男子バスケ部 ３チームが同率に 

  

 

 

 

 

 

  

 



女子バレー部 大瀬・小田、南に    女子テニス部 新谷に勝利し 

       勝利し、ベスト４           ベスト４ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

男子テニス部 優勝チームに惜敗し    どの部もチーム一丸となって 

ベスト４           やり切りました 

 

 

 

 

新型コロナ感染防止対策の御協力、ありがとうございました 

今回の大会も、感染防止対策が徹底された状態の中で、無事終えることができ

ました。子どもの安全を考え、ルールをしっかり守っていただいた保護者の皆様

に、心からお礼押し上げます。なお、陸上・水泳大会も同様な対策をとりながら

の実施となります。引き続き、御協力をお願いたします。  

 

総体を終えて（教職員のつぶやきコーナー）       

市郡総体が終わりました。どの部活動の、どの選手も最後まで手を抜かず、 

やり切ることができたのではないかと思います。 

また、県総体出場を決めた皆さん、おめでとうございます。ただし、ここで

満足するのではなく、市郡総体をしっかり振り返り、鍛えたり修正したりすべ

きことを考え、「もっとできる」と信じ、更なる高みを目指して次のステップ

に入ってください。 

また、惜しくも敗れた皆さん、特に、今回の大会で引退する３年生の皆さ

ん、お疲れ様でした。部活動で学んだことはこれからの人生に必ず役立ちま

す。「やればできる」の言葉には、「やれば成長できる」との意味があるそう

です。きっと、努力を惜しまず仲間と共に頑張り続けたことは、皆さんの今後

の生活を支えてくれると思います。やり遂げたことに誇りを持つと共に、新た

な目標を定め、その達成に向け頑張ってください。 

 


